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新　刊　紹 介

　“嬉野位置表1’晦軍水路部編纂日本郵船株式會斗酒にて販頁￥14．50

　帝國海軍の水路部から“天艦位置表”が愈々獲行された．本年度のものが創

刊で，昨年十二月30日稜行となってみるが，襲踏吾々の手に渡ったのは一月下

旬であった．フk路部は今まで航海や航室用の年表などを出してみたが，新時代

に封罰するため，藪に純天文用の暦表を護行ずるに至ったのである．今回の大

呼以來，今までの欧米の天艦暦の入手が困難となり，殊に大東亜戦勃護以來は

全く其れは絶望となったので，取り敢へす1943年度から精密な天艦の位置に

ついて，昨年三三不安に駆られてみたのであるが，此の水路部版が幸ひに獲行

されることになったので，安心したわけである．

　この創刊號を開いて見るに，A版500頁の堂々たるもので，印刷鷹鮮明であ

り，紙も上等で，堅牢である．内容は，

巻頭に，七曜表，緒言，目次，輪軸日面．

第1－13頁，太陽の毎日の赤経赤緯，黄経黄緯，覗差，観牟裡，時差傘，恒星時，距離，

　章動，世界時等．

第14頁，5日毎の黄道傾斜，光行差，太陽ZFI均黄経，月相，月の遠近・

第15－87頁，毎日毎時の月の赤経と赤緯：．

第88－99頁，牛日毎の月の黄経黄緯：，覗差，覗牛裡，月齢，南中時刻・

第100－105頁，毎日の水星の赤経赤緯：，地心距離，観差，観牛裡，南中時刻・

第106－111頁，　〃

第112－117頁，　〃

第118－123頁，t！

第124－129頁，〃

金星　tl

火星　〃

木星　〃

土星　〃

ぴ
〃
〃
〃

ヴ
〃
〃
t
l

〃
〃
〃
〃

第　130－135頁，毎日の1匝星日々常鐵A，B，　C，　D，　E，及びτ．

第136－141頁，毎日の猫立恒星常激f，g，G，h，H，i、

第142－157頁，．FK：3目録の基準照星925個の一覧表．

〃
〃
〃
〃

eg　158－384頁，上記の内，両極附近を除く905星の10日毎の赤緯赤緯・

第385－444頁，南北雨極附近の20星の毎日の赤経赤緯と短週期項・

第445－452頁，日月蝕に關する事項・

第453頁，主な遊星現象の一覧表．（但し，水金火輪±のみ）

第454－467頁，北極星に關する測地用の諸表・

eg　468－473頁，恒星時と平均蒔との相互換算表．

第474－478頁，天交略貌．

第479－491頁，諸表の論明。

第492一一496頁，　1恒星索弓1．



甥262　　　　　新刊紹介　　　　　　　137
一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル
：大罐に於いて，日月五遊星蟹遍」しては丞暦」と回蟻な形式で・経緯度は0・1の程

露で騨て物叉・腱について鵬1替と購な醐となってみて・，維緯
度は原則としてO・01まで計上せられ，只，極附近の星のみは・赤経がO・Olま

でとなってみる．從って，此等の事項については，猫佛英米等の直訴暦表と全

く同程度で，第一流のものである．殊に925個の“FK3”目録星奎部の10日毎

の親位置を表示した黒占は，世界無比と言って宜い．．

　只，既存の諸外囲暦に比して，當然あるべくして，i蔽に鉄けてるるのは，

太陽については，毎日の直角座標X，Y，　Z．

五遊星については，各種の日心座標（黄経，黄緯及び動穫）

天玉星，海王星，冥王星及び小遊星に關する資料全部．、

掩蔽に關する資料全部．

日月諸遊星の物理表全部と，諸衛星に關する資料全部．

内外各地の天：文素一覧表全部．

しかし，フk路部からは，ほかに航海年表を五行してみて，その中tcは，日月の

導波や，潮汐の豫報等も行はれてるるのであるから，それらは，この“天腿位

置表”を或る程度まで補ふ役にも立つ，

　伺，この“天聴位置表”を見て，將來のために種’々希望したV・こともあるが

詳しくは後日に譲る．只，多くの数値中に＋一の符號などが饒りに略し過ぎて

あって，不便であり，錯誤を起し易い。とれは是非必要な歎値には全部に＋一

を附して貰ひたV・．現に，一寸拾つただけでも，第157頁のSf星の赤緯の年

差が一でなくて＋となってみる等は，此の簡略指示法のために起つたものと思

はれる．（Y）

別　の　十　字　星

拝啓冠省（前略）さて小生も左圖の如く，二組の大小十字が出來上る事に氣

　　　　　　　　　　　　　　　付きました．

　　　　　　　　　　　　　　　細細撫籠劉の二組

　　　　　　　　　　　　　　　この内（2）の方は，β，　aの二等牛星を長軸

　　　　　　　　　　　　　　　として，しかも北極を指してみる黙ナカナ

　　　　　　　　　　　　　　　カ面白V、と思ぴました．

　　　　　　　　　　　　　　　　一月二十九圓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊達英太郎

曾費部費　本年分を至急にお逡り下さい．會費は年額4圓80鍍，齪測部費は年額2圓40鑓・


